
 

創立６５周年記念特別会議 

 創立６５周年記念特別会議 運動方針（案） 

 

    特別議長  佐藤  光展 

  担当常任理事  土江田 尚明 

              事務局長  中山  寿志 

 

 

札幌青年会議所は、いつの時代も様々なまちの課題と向き合い、数多くの運動を展開す1 

る中で地域社会に必要とされる組織として存在感を強めてまいりました。本年度、我々は2 

創立６５周年を迎えるにあたり、今一度、襟を正して自らの存在意義を明確にし、挑戦者3 

として失敗を恐れることなく果敢にまちの現状と向き合うとともに、新たな時代に向けて4 

一歩を踏み出し、無限の可能性を有するＳＡＰＰＯＲＯの未来を切り開く必要があります。 5 

まずは、シニアクラブ会員と現役メンバーが互いの絆と交流を深めるために、札幌青年6 

会議所の輝かしい運動の歴史を振り返り、創始より永きに亘り受け継がれてきた伝統と精7 

神を共有し、創立６５周年を祝う機会を創出します。そして、次代を担う子供たちのため8 

に、夢溢れるＳＡＰＰＯＲＯを創造するべく、明確なビジョンを描くとともに、先達が築9 

き上げた歴史の延長線上に立つ主体者として、その足跡を辿り、未来につながる新たな事10 

業を展開します。また、全国大会主管という可能性を秘めた未来の種を芽吹かせるために、11 

自らが決断した責任を自覚するとともに、会議全員が一丸となり招致に向けた積極的な運12 

動を推進します。さらに、真に求められる運動を明確にし、まちづくりの気概を伝播する13 

ために、まちに寄与する人材を発掘するとともに、自らの運動を検証し、対外褒賞事業に14 

申請します。そして、札幌青年会議所の影響力と推進力をさらに高めるために、まちの未15 

来を描く主体者の先頭に立ち、自信と自覚を持って運動を展開することで、責任世代であ16 

る多くの青年にＪＡＹＣＥＥの魅力と価値を発信し、効果的な会員拡大運動を行います。 17 

創始からの伝統と精神に倣い、新たな価値観で描く未来のビジョンは、地域社会に影響18 

力を与えます。地域のリーダーとして存在意義を明確に持ち、挑戦者として強い情熱と気19 

概を胸に、まちに求められる新たな方向性を示し、未来につながる記念事業を実施します。 20 

＜職務分掌＞  21 

１．創立記念事業及び式典の開催 22 

２．創立６５周年記念事業の開催 23 

３．全国大会招致運動への参画 24 

４．対外褒賞事業への申請 25 

５．２０１７年度新入会員の募集 26 



 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

特別議長確認日 ２０１５年１１月１７日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１７日 

創立６５周年記念特別会議 

事業名 事業内容 

□創立６５周年記念事業開催趣意書

の作成 

 

□創立記念事業及び式典の企画・運営 

 

 

□創立６５周年記念事業の企画・運営 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□創立６５周年記念事業を開催する趣旨と事業の指針を記した趣意書を作成する。 

 

 

□創立６５周年をシニアクラブ会員と現役メンバーが祝うとともに、伝統と歴史を共有し、互いの交流と絆を深

める事業及び式典を企画・運営する。 

 

□札幌青年会議所の新たな方向性を発信するとともに、希望の溢れる札幌の創造を目的とした記念事業を企画・

運営する。 

 

□メンバーに対し全国大会招致運動への機運を高め、積極的に諸事業・諸大会へ参画する。 

 

□まちに寄与した人材を発掘するとともに、札幌青年会議所の運動を客観的に検証し、対外褒賞事業に申請する。 

 

□札幌青年会議所の魅力と価値を地域社会に発信し、積極的な会員拡大運動を実践する。 

 

□諸事業・諸大会の重要性をメンバーに伝え、積極的に参画することで、青年経済人としての見識を深めるとと

もに、成長の機会とする。 

 



 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
特別議長確認日 ２０１５年１１月１７日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１７日 

創立６５周年記念特別会議 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 

 

 

□創立６５周年記念事業開催趣意

書の作成 

 

 

□創立記念事業及び式典の企画・運

営 

 

 

□創立６５周年記念事業の企画・運

営 

 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

立案 

 

 

● 

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集

開始 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

募集

締切 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                 



 

魅力あるまち創造室 

 未来のＳＡＰＰＯＲＯ創造委員会 運動方針（案） 

 

    副理事長  神代 晃嗣 

 担当常任理事  勝木 征史 

             委員長  池﨑 幸  

 

 

私たちが暮らすまち札幌は、厳しいとされる自然風土を恵みと捉えた先達の努力によっ1 

て発展し、市民に深く愛される都市へと成長しました。しかし、今日では、まちの発展へ2 

と寄与する団体が多種多様に存在していますが、その連携は乏しく、多くの市民を巻き込3 

むまちづくり運動として展開出来ていないという現状があります。そこで、産学官との連4 

携を図り、市民一丸となって共に未来に向けたまちづくり運動を展開する必要があります。 5 

まずは、個性豊かな魅力あるまちを実現するために、主体的に運動を展開している団体6 

を集めるとともに、それぞれのまちづくり運動への活動を支援します。そして、活力溢れ7 

る札幌を実現するために、市民に夢と行動力を持った人の活動を伝え共感した市民の輪を8 

広げるサッポロスマイルアワードを開催します。また、より良いまちの発展のために、ま9 

ちの歴史を調査・研究し、未来を共有出来る市民一体型のまちづくり運動を展開します。10 

さらに、卒業予定者の功績に感謝の意を伝えるために、現役メンバーからの想いを込めた11 

祝福をするとともに、卒業予定者が今まで先輩諸氏から継承してきた高邁な志を受け継ぐ12 

例会を開催します。そして、札幌から全国に向けて新たなイノベーションを伝播するため13 

に、まちの魅力を最大限に発揮する全国大会招致運動に積極的に参画します。また、札幌14 

の発展に貢献している運動や、このまちで活躍されている人材を効果的に発信し、まちの15 

魅力を向上させるために、対外褒賞事業に申請を行います。さらに、より大きな運動を展16 

開し、未来の魅力あるＳＡＰＰＯＲＯを創造するために、率先して会員拡大に邁進します。 17 

札幌の歴史観や先達の努力を現在の活動基盤として共有し、多くの市民やまちづくり団18 

体との連携が強化されたとき、豊かな未来への扉は必ず開かれます。一貫したビジョンの19 

もとに、魅力あるＳＡＰＰＯＲＯの創造に挑み、地域と連携するまちづくりを実践します。 20 

＜職務分掌＞  21 

１．まちづくり団体への助成金給付事業の開催 22 

２．市民褒賞事業の開催 23 

３．ＳＡＰＰＯＲＯの創造に向けた調査・研究・発信 24 

４．卒業予定者を送る事業の開催 25 

５．全国大会招致運動への参画 26 



 

６．対外褒賞事業への申請 27 

７．２０１７年度新入会員の募集 28 



 

 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力あるまち創造室 未来のＳＡＰＰＯＲＯ創造委員会 

事業名 事業内容 

□ブルーアース基金助成金給付団体 

の募集・審査委員会の企画・運営 

 

□ブルーアース基金助成金給付事業 

 ・授与式の企画・運営 

 

□五月特別事業授賞式の企画・運営 

 

 

□九月「未来のＳＡＰＰＯＲＯ創造」 

 例会の企画・運営 

 

□十二月「卒業予定者を送る夕べ」 

 の企画・運営 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□札幌の活性化を目的に活動しているまちづくり団体を幅広く募集し、給付団体を決定する審査委員会を企画・

運営する。 

 

□札幌の活性化を目的に活動しているまちづくり団体を支援し、ブルーアース基金助成金を給付する事業及び授

与式の企画・運営をする。 

 

□札幌に根ざし夢と行動力を持った人材を表彰するサッポロスマイルアワードを開催し、未来の活力ある発展に

つながる授賞式を企画・運営する。 

 

□札幌が持つリソースを分析し、市民が未来のあるべき姿をイメージして進むことが出来る例会を企画・運営す

る。 

 

□卒業予定者が辿ってきた軌跡に感謝の念を表し、ＪＣで培った想いを現役メンバーに対して伝えることが出来

る例会を企画・運営する。 

 

□一人でも多くのメンバーの参加を促進し、全国大会を招致するための運動に率先して参画する。 

 

□まちの魅力を効果的に発信し、札幌で活躍している人材を対外褒賞事業に申請する。 

 

□多くの市民にまちづくり運動を伝播し、札幌青年会議所の理念を伝え積極的に新入会員を募集する。 

 

□当委員会が積極的にメンバーの参加を促進し、各種諸事業・諸大会に参画する。 

 



 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力あるまち創造室 未来のＳＡＰＰＯＲＯ創造委員会 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

 

□ブルーアース基金助成金給付団 

体の募集・審査委員会の企画・ 

運営 

 

 

□ブルーアース基金助成金給付事 

業・授与式の企画・運営 

 

 

□五月特別事業授賞式の企画・運営 

 

 

 

 

 

□九月「未来のＳＡＰＰＯＲＯ創 

 造」例会の企画・運営 

 

 

 

□十二月「卒業予定者を送る夕べ」 

の企画・運営 

 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

調査 

研究 

● 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

企画 

● 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集 

開始 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集 

締切 

● 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

● 

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

実施 

● 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告 

● 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 



 

 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集 

開始 

● 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

申請 

● 

 

 

申請 

● 

 

 

 

申請 

● 

 

 

募集 

締切 

● 

 

                                                                                                                                 



 

 

魅力あるまち創造室 

広報・渉外委員会 運動方針（案） 

 

副理事長  神代 晃嗣 

担当常任理事  勝木 征史 

          委員長  中  悠介 

 

 

私たちの住む現代社会では、インターネットの普及により、多岐にわたり情報を発信出1 

来る環境が整っております。しかし、発信者が伝えたい情報だけでは、まちの魅力を伝え2 

きれていない懸念があります。我々が、青年会議所運動の意義を理解し、受け手が必要と3 

している内容を戦略的に浸透させるとともに、対内外との相互調整及び連絡調整を迅速に4 

行い、より効果的な広報、渉外機能を充実させ、運動の価値を広く伝える必要があります。 5 

まずは、ＬＯＭの信頼性をさらに高めるために、日本ＪＣ及び北海道地区協議会との綿6 

密な連絡調整を行うとともに、各種事業や諸大会への参画を促します。そして、我々の運7 

動を対内外に発信し浸透させるために、インターネットの活用による情報連絡並びに広報8 

活動を行います。また、我々の運動を広く市民に拡散するために、広報手段を検証すると9 

ともに情報媒体を調査・研究し、効果的な方法を構築します。さらに、組織の一体感を高10 

めるために、出向先で直向に挑戦する仲間の情報を発信するとともに、メンバーの交流を11 

通じＬＯＭの絆を強固にします。そして、地域の発展に寄与する人や運動のさらなる飛躍12 

を遂げるために、潜在する魅力ある人や運動を全国に発信します。また、姉妹ＪＣと友情13 

を深めるために、歴史や文化の違いを受け入れるとともに、相互理解を深める調査・研究14 

をします。さらに、全国大会を招致するために、各地青年会議所との連携を図りメンバー15 

へ外部の情報を発信し、全国大会招致運動に参画します。そして、組織の推進力を高める16 

ために、効果的な広報活動を行い、市民や諸団体から共感を得て、会員拡大につなげます。  17 

我々が、市民に寄り添う感性を持った情報の発信力を高めたとき、運動を力強く効果的18 

に伝播することが可能になります。多くの市民から頼られる存在となり、対内外との連携19 

が強化され、協働により輝かしい未来へ向けて、地域と連携するまちづくりを実践します。 20 

＜職務分掌＞ 21 

１．日本ＪＣ、北海道地区協議会諸大会・事業への支援及び連絡調整 22 

２．インターネットの活用による情報連絡及び広報活動の企画・運用  23 

３．各事業の広報活動 24 

４．出向者支援及び会員交流事業の開催 25 

５．対外褒賞事業への申請管理 26 



 

 

６．姉妹ＪＣ交流の調査・研究 27 

７．全国大会招致運動への参画 28 

８．２０１７年度新入会員の募集 29 



 
 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力あるまち創造室 広報・渉外委員会 

事業名 事業内容 

□京都会議・サマーコンファレンス・

第６５回北海道地区大会函館大会

における札幌ＬＯＭナイトの企

画・運営 

 

□ホームページ及びＳＮＳ・メールマ

ガジンの企画・運営 

 

□各事業の広報活動の検証及び報告 

 

 

□対外褒賞事業への申請管理 

 

 

□姉妹ＪＣ交流の調査・研究 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□出向先で直向に挑戦する仲間を支援・激励し、メンバーに出向する意義を周知し、組織の一体感を高めるＬＯ

Ｍナイトを企画・運営をする。 

 

 

 

□我々の運動を対内外への浸透に向けて、インターネットの活用による情報連絡並びに広報活動を行う。 

 

 

□情報媒体における効果の調査研究を実施し、各媒体との連携を図るとともに、メンバーや市民に札幌青年会議

所の運動を発信する。 

 

□地域の発展に寄与する人や運動のさらなる飛躍に向けて、功績を国に発信するとともに、申請管理をする。 

 

 

□姉妹ＪＣとの友情を深め、歴史や文化の違いを受け入れるとともに、相互理解を深める調査・研究をする。 

 

□各地青年会議所との連携を図り、外部の情報を提供し全国大会招致運動に参画し、一人でも多くのメンバーの

参加を促進する。 

 

□札幌青年会議所の運動を市民や地域に発信し、多くの市民から関心を持っていただき会員拡大する。 

 

□諸事情や諸大会に、当委員会が先頭に立ち積極的に参画し、一人でも多くのメンバーに参加を促す。 

 



 

 
（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力あるまち創造室 広報・渉外委員会 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

□京都会議・サマーコンファレン

ス・第６５回北海道地区大会函館

大会における札幌ＬＯＭナイト

の企画・運営 

 

 

 

□ホームページ及びＳＮＳ・メール

マガジンの企画・運営 

 

 

 

□各事業の広報活動の検証及び報

告 

 

 

 

□対外褒賞事業への申請管理 

 

 

 

 

□姉妹ＪＣ交流の調査・研究 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

企画 

● 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

調査 

研究 

● 

 

 

 

 

 

 

 

調査 

研究 

● 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

● 

協議 

実施 

● 

 

 

 

 

運営

開始 

● 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営 

開始 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

管理 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

管理 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

管理 

● 

実施 

● 

報告 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

申請 

管理 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引継 

● 

 

 

 

引継 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

参画 

● 

 

 



 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

募集 

開始 

● 

 

募集 

締切 

● 

 



 

 全国大会招致特別会議 運動方針（案） 

 

    特別議長  森田 宣広 

  担当常任理事  斉藤 慎也 

        事務局長  浅木 武浩 

 

 

札幌青年会議所メンバーは、２０１５年度八月「臨時総会」にて、自らの意志により議1 

決権を行使し、全国大会主管立候補を決定しました。それは同時に、メンバー一人ひとり 2 

に全国大会が札幌で開催される日まで直向に、招致運動を行う責任が生じたのであります。3 

先人たちが未来に夢を描いて行動してきたように、現代を生きる我々も愛してやまないこ4 

のまち札幌のさらなる発展を想い、全国大会を札幌の地にて実現させる必要があります。 5 

まずは、全国大会主管立候補に向けてＬＯＭメンバーの全国大会招致に対する意識を統6 

一するために、札幌青年会議所が描く招致理念を作成します。そして、メンバー一人ひと7 

りが全国大会招致運動を能動的に取り組むために、全メンバーの当時者意識を喚起すると8 

ともに、全国大会招致の機運を高める決起例会を開催します。また、地域と一体となり招9 

致運動を進めていくために、全国大会招致に向けた調査及び研究を進めるとともに、行政10 

や各分野における専門家及び諸団体とも連携をはかり信頼関係を構築します。さらに、効11 

果的に全国大会招致運動を展開していくために、シニアクラブ会員と緊密な連絡調整を行12 

い理解と協力を仰ぎ、現役メンバーは一丸となり全国大会招致運動を展開します。そして、13 

全国大会札幌大会の開催を実現するために、招致理念を旗印とし次年度へ全国大会に関す14 

る引き継ぎをします。また、より良い運動を展開するために、過去の事業を検証し対外褒15 

賞事業へ申請します。さらに、明るい豊かなまちＳＡＰＰＯＲＯを創造するために、多く16 

の同志を増やすべく、責任と気概を持ってメンバー一丸となり会員の拡大運動をします。 17 

メンバー一人ひとりが当時者意識を持って、自らが想い描く未来のＳＡＰＰＯＲＯを実18 

現します。また、能動的に行う運動はより魅力的で発信力を持ちます。仲間と共にＪＡＹ19 

ＣＥＥとしての誇りと、公の志を持ち、メンバーの意識向上による組織基盤を強化します。 20 

＜職務分掌＞ 21 

１．第６８回全国大会招致理念の作成及び主管ＬＯＭ申請業務 22 

２．第６８回全国大会招致の決起例会の実施 23 

３．第６８回全国大会主管青年会議所現地調査並びに対話集会の設営 24 

４．第６８回全国大会招致に関する各会議・委員会に対する連絡調整 25 

５．第６８回全国大会招致に関するシニアクラブ会員への連絡調整 26 

６．第６８回全国大会に関する２０１７年度への引継ぎ 27 

７．対外褒賞事業への申請 28 



 

８．２０１７年度新入会員の募集 29 



 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会事業計画（案） 

特別議長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

全国大会招致特別会議 

事業名 事業内容 

□第６８回全国大会招致理念の作成

及び主管ＬＯＭ申請業務 

 

□第６８回全国大会招致決起例会の

企画・運営 

 

□第６８回全国大会主管青年会議所

現地調査並びに対話集会の設営 

 

□第６８回全国大会招致に関する各

会議・委員会及びシニアクラブ会員

への連絡調整 

 

□第６８回全国大会に関する２０１

７年度への引き継ぎ 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□全国大会招致に向け、メンバーの意識が統一する理念を作成するとともに、全国大会招致に関する申請業務を

行う。 

  

□ＬＯＭが掲げる全国大会招致理念を旗印とし、メンバー一人ひとりが能動的に取り組む当事者意識を喚起する

例会を企画・運営する。 

 

□全国大会招致に関し効果的な調査並びに研究を行うとともに、行政や各分野おける専門家及び諸団体とも連携

をはかり、行政と共に対話集会を企画・運営する。 

 

□各会議・委員会及びシニアクラブ会員と緊密な連絡調整を行い、一体感を持って全国大会招致運動を展開する。 

 

 

 

□２０１９年度の全国大会札幌大会開催に向け、本年度の運動を２０１７年度へ引き継ぎを行う。 

 

 

□まちの発展に寄与した我々の事業を検証し、各アワードへ申請する。 

 

□メンバー一人ひとりが多くの同志を増やす意識を持ち、会員拡大運動を展開する。 

 

□成長の機会である日本青年会議所をはじめとする諸事業・諸大会への参画意識を高め、積極的に参画し、出向

しているメンバーを支援する。 

 



                                

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
特別議長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

全国大会招致特別会議 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

□第６８回全国大会招致理念の作成

及び主管ＬＯＭ申請業務 

 

 

□第６８回全国大会招致決起例会の

企画・運営 

 

 

□第６８回全国大会主管青年会議所 

現地調査並びに対話集会の設営 

 

 

□第６８回全国大会招致に関する 

各会議・委員会及びシニアクラブ 

会員への連絡調整 

 

□第６８回全国大会に関する２０１ 

７年度への引き継ぎ 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

● 

立案 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

企画 

● 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

申請 

 

 

 

 

 

 

● 

立案 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集 

開始 

● 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

● 

協議 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

申請 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

  

 

 

申請 

● 

 

 

募集 

締切 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

魅力ある人材育成室 

 リーダー育成委員会 運動方針（案） 

 

    副理事長  小野木 完司 

  担当常任理事  石黒  真司 

              委員長  村上  彩子 

 

 

 私たちが住み暮らす札幌は、先人の努力により、観光産業や経済面などが急成長し、豊1 

かなまちへと発展してまいりました。しかし、世の中の急速なグローバル競争の中、札幌2 

においても、経済、環境、文化など国境を超えた社会のボーダーレス化が進んできており、3 

様々な問題に直面しています。我々が主体となり、地域のために直向に汗を流している若4 

者たちの発掘や支援を行い、社会を変革できるリーダーを育成していくことが必要です。 5 

 まずは、組織の求心力を高めるために、メンバーと関係諸団体が一同に集い本年度の組6 

織体系と運動の方向性を市民に力強く発信する新年交礼会を実施します。そして、明るい7 

豊かなＳＡＰＰＯＲＯを創造するために、様々な分野を超え自らが行動を起こすことでま8 

ちの発展に尽力している新たな若者や社会起業家の発掘・育成し支援を行います。また、9 

人の活力とまちの魅力による夢溢れる札幌の実現のために、行政や市民、関係諸団体を巻10 

き込み札幌で活躍する若者を発掘・応援をできるよう市民より広く募集します。さらに、11 

次代を担う若者を育成するために、心身の鍛錬を通して健康増進を図るとともに礼儀礼節、12 

歴史と伝統を学ぶことが出来る場を企画し設営します。そして、札幌の可能性をより幅広13 

く全国へ広めるために、全国大会の開催意義を深く理解し、招致活動へ向けて一丸となり14 

取り組みます。また、我々の運動を地域社会に伝播するために、対外褒賞事業へ申請しま15 

す。さらに、我々の運動をより広域に強く発信し周知するために、委員会メンバーと共に16 

成長の過程を見つけ、青年会議所の魅力を対外へ伝播しさらなる会員拡大へつなげます。 17 

 刻々と変化する地域の課題に目を向け、今の時代が求める若者が真のリーダーへと昇華18 

し、そのリーダーによって市民と行政・諸団体や企業とともに学べるプラットホームが創19 

出され、明るい豊かなまちの発展につなげ公の志を共有出来る人材の発掘・育成をします。 20 

＜職務分掌＞ 21 

  １．２０１６年度の運動と方向性を広く発信する事業の開催   22 

  ２．新たな社会を創出出来るリーダーの発掘・育成・支援  23 

  ３．社会的地位のある市民褒賞事業の開催   24 

  ４．少年育成事業の開催   25 

  ５．全国大会招致運動への参画  26 



 

 

 

  ６．対外褒賞事業への申請  27 

  ７．２０１７年度新入会員の募集  28 



 

 

 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力ある人材育成室 リーダー育成委員会 

事業名 事業内容 

□一月｢新年交礼会｣の企画・運営 

 （室合同） 
 

□五月特別事業大綱変更及び褒賞 

 規程変更 
 

□五月特別事業褒賞申請要網及び 
 エントリー募集  
 

□五月特別事業審査委員会の開催 
 

□わんぱく相撲札幌場所の企画・運営 

 
□九月「リーダー育成」例会の企画・ 

 運営 
 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 
□２０１７年度新入会員の募集  

 

□諸事業・諸大会への参画 

□行政、政界、財界をはじめとする関係諸団体、メンバー企業の代表者、各地青年会議所、シニアクラブ会員を

お招きして、本年度の運動と方向性を広く発信する新年交礼会を企画・運営する。 
 

□新たな社会を創出出来る若者を発掘するために五月特別事業の大綱及び褒賞規程変更をする。 

 
 

□このまちで活躍する札幌市民を広く取り上げる五月特別事業に、よりエントリーしやすい環境を構築し、募  

 集を周知する。 

 
□より多くの札幌市民が参加出来るような五月特別事業の審査委員会を企画・運営する。 

 

□歴史と伝統のある相撲を通して、子供たちの心身を鍛錬する、わんぱく相撲札幌場所を企画・運営する。 

 
□様々な視点で地域の問題を解決へと導く事の出来る例会を企画・運営する。 

 
 

□全国大会主管立候補に向けて、積極的に招致運動への参画を行う。 

 

□札幌青年会議所の事業をさらに成長させるため、対外褒賞事業へ申請する。 

 
□札幌青年会議所の魅力を１人でも多くの人に伝え、積極的な会員拡大を展開する。 
 

□成長の機会である諸事業や諸大会に積極的な参画を促進し、出向メンバーの支援を行う。 



 

 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

魅力ある人材育成室 リーダー育成委員会 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

□一月｢新年交礼会｣の企画・ 

 運営（室合同） 

 

□五月特別事業大綱変更及び 

褒賞規程変更 

 

□五月特別事業褒賞申請要綱  

及びエントリー募集 

 
□五月特別事業審査委員会の 

  開催 

 
□わんぱく相撲札幌場所の企画・ 

 運営 

 
□九月「リーダー育成」例会の 

企画・運営 

 
□全国大会招致運動への参画 

  

● 
協議 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

● 
審議 

 

● 

 審議 
 

 

● 

協議 
 

企画 

● 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

● 

審議 
 

 

● 

 協議 
 

企画 

● 

 
 

 

 

 
 

 

 

 実施 

● 
 

 

 

 
募集 

開始 

● 

 
 

 

● 

審議 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

参画 

● 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

● 
報告 

 

 

 
募集 

締切 

● 

 
 

 実施 

● 

 
 

 

● 

協議 
 

企画 

● 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

実施 

● 

 
 

 

● 

審議 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

実施 

● 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

  

● 

 立案 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

実施 

● 

  
 

 

● 

協議 
 

継続 

 

 

 
 

 

 

 
 

実施 

● 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

● 

審議 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

● 

報告 
 

 

● 

報告 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 実施 

● 

  
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

● 

報告 
 

 

 

 
 

 

 

  
 

 

● 

報告 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

参画 

  ● 

 



 

 

 
□対外褒賞事業への申請 

 
□２０１７年度新入会員の募集 

 

 
□諸事業・諸大会への参画 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 募集 
 開始 

  ● 

 

 

 

申請 

● 

 
 

 

 

申請 

● 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

申請 

● 

 

申請 

 ● 

募集 
 締切 

● 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 



 

 

 

魅力ある人材育成室 

 会員拡大・交流委員会 運動方針（案） 

 

    副理事長 小野木 完司 

  担当常任理事 石黒  真司 

             委員長 山本  兼靖 

 

 

札幌青年会議所は、力強い組織を構築すべくメンバー一人ひとりが当事者意識を持って1 
会員拡大運動を行い会員数は純増しております。一方で、ＬＯＭの会員構成比率は入会三2 
年以内のメンバーが過半数を超え、古き良き伝統の継承や運動に対する意識低下が懸念さ3 
れます。我々は多くのメンバーと共に志高い人材を発掘するとともに、ＪＣ運動の信念を4 
貫く精強な人材を育成し、次世代のＪＡＹＣＥＥに引き渡す使命感を持つ必要があります。 5 

まずは、組織の求心力を高めるために、メンバーと関係諸団体が一同に集い本年度の組6 
織体系と運動の方向性を市民に力強く発信する新年交礼会を実施します。そして、効果的7 
な会員拡大を実践するために、過去の成功事例の検証やメンバーの会員拡大に対する意識8 
を調査・研究し、一人ひとりが責任を持って運動に取り組む意識を喚起します。また、Ｊ9 
ＡＹＣＥＥとしての価値と運動の可能性を共有していくために、会議・委員会の垣根を超10 
えた交流と研修を行い組織の結束力向上の機会を創出します。さらに、仮入会者が正会員11 
としての一歩を踏み出すために、札幌青年会議所の歴史や伝統など必要な知識を習得する12 
機会と新たな仲間として全員で祝福する場を創出します。そして、未来のＳＡＰＰＯＲＯ13 
の可能性を引き出すために、全国大会の開催意義を明確に理解し招致運動に積極的に参画14 
します。また、我々の運動をさらに成長させ地域の発展につなげるために、過去の事業や15 
まちを想い活躍するひとを対外褒賞事業に申請いたします。さらに、市民から求められる16 
組織へと昇華するために、未来のＪＡＹＣＥＥに対して情熱を持って会員拡大を行います。 17 

独立自尊の精神と良心を共存する会員の拡大を成し遂げたとき、地域を主体的に牽引で18 
きるＪＡＹＣＥＥが集う強靭な組織となりさらに魅力的な運動が可能になります。自らが19 
挑戦者となり果敢にＪＣ運動を実践し、公の志を共有できる人材の発掘・育成を行います。 20 
＜職務分掌＞ 21 

１．２０１６年度の運動と方向性を広く発信する事業の開催 22 
２．会員拡大に対するメンバー間の意識調査 23 
３．会員全体の交流事業の開催 24 



 

 

４．歴史と伝統を重んじたＪＡＹＣＥＥを育成する研修の実施 25 
５．全国大会招致運動の実践 26 
６．対外褒賞事業への申請 27 
７．２０１７年度新入会員の募集 28 



 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

会議・委員会年間事業計画（案） 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

事業名 

魅力ある人材育成室 会員拡大・交流委員会 

事業内容 

□一月「新年交礼会」の企画・運営 

 （室合同） 

 

□二月「会員拡大・交流」例会の企画・ 

運営 

 

□新入会員募集用パンフレットの作   

 成 

 

□会員拡大の検証と手法開発 

 

□仮入会者研修の企画・運営 

 

 

□十月「新入会員歓迎」例会の企画・

運営 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□行政、政界、財界をはじめとする関係諸団体、メンバー企業の代表者、各地青年会議所、シニアクラブ会員を

お招きし、本年度の運動と方向性を広く発信する新年交礼会を企画・運営する。 

 

□多くのＬＯＭメンバーと交流を通じて、結束して各事業に向かう機運を高めるとともに、ＬＯＭ全体で効果的

な会員拡大につながる事業を企画・運営する。 

 

□メンバーの会員拡大運動に役立つよう札幌青年会議所の意義や魅力を説明出来るパンフレットを作成する。 

 

 

□札幌青年会議所の会員拡大運動についての検証を行い、効果的な会員拡大の手法を開発する。 

 

□仮入会者に札幌青年会議所の歴史や伝統、礼節を伝え資質向上につなげるとともに、仮入会者同士が懇親を深 

め、同期の絆を育み活動意欲を高める研修を企画・運営する。 

 

□仮入会者が共に活動をする仲間との出会いや、入会することの喜びを感じ、歴史と誇りある組織の一員となっ 

たことへの期待が膨らむよう例会を企画・運営する。 

 

□全国大会の意義をしっかりと理解し、積極的に招致運動に参画する。 

 

□札幌青年会議所の事業をさらに成長させるため、対外褒賞事業へ申請する。 

 

□札幌青年会議所の意義や魅力を多くの入会候補者に伝え、掲げた目標に向かい当委員会が先頭に立って行動し 

会員拡大を図る。 

 

 

□各種事業及び諸大会に率先して参加し、メンバー一人ひとりが日本青年会議所へ参画の意識を高め出向者を支

援する。 



 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

副理事長確認日 ２０１５年１１月１３日 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

事業名／月 

魅力ある人材育成室 会員拡大・交流委員会 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

□一月「新年交礼会」の企画・運営 

 （室合同） 

 

 

□二月「会員拡大・交流」例会の 

 企画・運営 

 

□新入会員募集用パンフレットの 

作成 

 

 

 

□会員拡大の検証と手法開発 

 

 

 

□仮入会者研修の企画・運営 

 

 

 

□十月「新入会員歓迎」例会の企 

画・運営 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

● 

協議 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

調査 

研究 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

作成 

● 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

申請 

 ● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

● 

報告 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

参画 

● 

 

 



 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

 

□諸事業・諸大会への参画 

 

 

 

 

 

 

募集

開始 

● 

 

 

 

 

募集 

締切 

● 



 

総務室 

財政・規則審査委員会 運動方針（案） 

 

    専務理事  伊藤 龍平 

  常務理事  中目 雄介 

              委員長  瀧本 貴俊 

 

 

 １９５１年６月１１日から札幌市民と札幌青年会議所のまちやひとを想う気持ちが重な1 

り合い、このまちを形成しております。そして、これからも札幌市民との強い絆で信頼関2 

係をさらに強固なものにすることが不可欠です。そこで、明るい豊かな社会の実現を目指3 

し誰もが信じて疑わない明瞭な社会通念を根幹にＪＣ運動に取り組み、市民の期待に応え4 

る事業を展開する意識を強化して、市民と揺るぎない信頼関係を構築する必要があります。 5 

 まずは、札幌青年会議所運動の基盤を強化するために、定款並びに諸規則・諸規程の調6 

査・研究を行います。そして、札幌青年会議所が崇高な運動を行うために、財政・規則審7 

査マニュアルの更新を行います。また、事業の適正な運営につながる審議と審査を行うた8 

めに、費用対効果の検証及びコンプライアンスの確認について効果的な事前協議を経て、9 

財政・規則審査会議を運営します。さらに、メンバー全体の規範意識を高めるために、財10 

政及びコンプライアンスの知識を深めるとともに、貴重な財源を活用する上での費用対効11 

果の概念を共有し、透明性の高い強固な組織を作る機運を高める事業を構築します。そし12 

て、歴史と伝統を継承しながら札幌市民と共に札幌青年会議所がさらなる発展を遂げるた13 

めに、全国大会招致運動へ積極的に参画します。また、札幌青年会議所の功績を広く日本14 

と世界の仲間に知っていただくために、札幌青年会議所の取り組みについて発信します。15 

さらに強い推進力がある運動を行うために、共に力強く歩み、リーダーとしての意識を持16 

ち札幌と真剣に向き合う仲間を一人でも多く入会に導く会員拡大運動を力強く実践します。 17 

 市民と揺るぎない信頼関係を構築する上で透明性と信頼性を確保する財政・規則審査会18 

議は必要です。一切の妥協をしない姿勢で感動を与えられる強い組織を構築して、地域社19 

会の負託に応える我々の運動が理解され、共感を呼び、市民に愛される組織を確立します。 20 

＜職務分掌＞ 21 

１．定款並びに諸規則・諸規程の調査・研究及び管理 22 

２．議案審査マニュアル更新 23 

３．諸事業の予算・決算及びコンプライアンスに基づく議案の事前協議 24 

４．財政・規則審査会議の運営 25 

５．規範意識のＬＯＭ内発信 26 



 

６．全国大会招致運動への参画 27 

７．対外褒賞事業への申請 28 

８．２０１７年度新入会員の募集 29 



 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

専務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

総務室 財政・規則審査委員会 

事業名 事業内容 

□定款並びに諸規則・諸規程の調査・ 

研究及び管理 

 

□議案審査マニュアル更新 

 

□諸事業の予算・決算及びコンプライ 

アンスに基づく議案の事前協議 

 

□財政・規則審査会議の運営 

 

 

□規範意識のＬＯＭ内発信 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□定款並びに諸規則・諸規程の調査・研究を行い、改善を図り管理を行う。 

 

 

□適正な事業計画立案につながる、議案上程マニュアル並びに財政・規則審査マニュアルの更新を行う。 

 

□諸事業の予算・決算及びコンプライアンスに基づく議案の事前協議を行う。 

 

 

□費用対効果を検証した効果的且つ効率的な予算及び決算、並びに法令に則したコンプライアンスの審査を実施

する。 

 

□規範意識を深めるとともに、メンバーの資質向上につながる事業を実施する。 

 

□全国大会主管立候補に向けて、招致運動への参画を行う。 

 

□諸事業のさらなる成長につながる、対外褒賞事業の申請を行う。 

 

□札幌青年会議所の理念を広め、メンバーと共に会員拡大運動を実施する。 

 

□諸事業・諸大会の重要性を認識し青年経済人としての成長の機会を得るとともに、出向メンバーの支援を行う。 

 

 



 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
専務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

常任理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

総務室 財政・規則審査委員会 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

 

□定款並びに諸規則・諸規程の調 

査・研究及び管理 

 

 

□議案審査マニュアル更新 

 

 

 

□諸事業の予算・決算及びコンプ 

ライアンスに基づく議案の事前 

協議 

 

□財政・規則審査会議の運営 

 

 

□規範意識のＬＯＭ内発信 

 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

調査 

研究 

● 

 

 

検証 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

更新 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

● 

立案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

● 

協議 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集

開始 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

引継 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

募集

締切 

● 

 

 

● 

報告 

 

引継 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引継 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

開催 

● 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催 

● 

 

 

 

 

 

 

 



 

□諸事業・諸大会への参画 

 

 

 



 

総務室 

 総務委員会 運動方針（案） 

  

    専務理事  伊藤 龍平 

  常務理事  中目 雄介 

  委員長  井口 優  

 

 

札幌青年会議所は、この６５年間、まちへの想いと行動に支えられ、広く運動を展開し1 

てきました。そして、近年の会員拡大の成果により会員数が増加し集の力が強まりました。2 

その力を最大限に発揮しＪＣ運動を推し進めるにあたり、さらなる強固な基盤づくりが求3 

められます。そこで、メンバーの想いを結集させて、合意を形成する環境をさらに整えて、4 

ＪＣ運動を着実に展開する素地へつなげ、公平公正な運営を展開することが必要です。 5 

まずは、組織力の向上を図るために、各会議・委員会と連携を取り、ＪＣ運動を構成す6 

る様々な事業構築について、公明正大な議論が出来る諸会議を運営します。そして、全員7 

が札幌青年会議所の運動を理解し、組織の方向性を決定するために、最高意思決定機関で8 

ある総会を開催します。また、歴史と伝統を築いてきた先輩諸氏と絆を深めるために、ゴ9 

ルフの交流事業を行います。さらに、ＪＡＹＣＥＥとしての気運を高めるために、ＪＣ運10 

動の中で弛まぬ努力を積み重ねてきたメンバーを讃え、皆で感動を共有する事業を行いま11 

す。そして、次年度以降の運動を有益にするために、２０１６年度事業報告書を作成しま12 

す。また、札幌の発展のために、全国大会招致理念をメンバーと共有し、まちの力を高め13 

る当事者意識を持って招致運動に参画します。さらに、ＪＣ運動の意識を高めるために、14 

札幌の発展に寄与した事業を全国と世界に発信する対外褒賞事業へ参画します。そして、15 

札幌青年会議所の描く壮大なビジョンを多くのメンバーで実現するために、ＪＣ運動の魅16 

力を市民に伝播する明確な戦略を掲げ、多くの同志が結集する会員拡大運動を展開します。 17 

我々は、揺るぎない結束を築いて情熱溢れる議論を展開する組織運営に惜しみない努力18 

を注いで、運動の礎となり人々に対して大きな感動を与えるＪＣ運動を展開します。そし19 

て、青年経済人としてのひとと地域への責任を果たし、市民に愛される組織を確立します。 20 

＜職務分掌＞ 21 

１．諸会議の運営 22 

２．通常総会及び臨時総会の開催 23 

３．ゴルフを通じた会員交流事業の開催 24 

４．会員褒賞事業の開催 25 

５．２０１６年度事業報告書の作成 26 



 

６．全国大会招致運動への参画 27 

７．対外褒賞事業への申請 28 

８．２０１７年度新入会員の募集 29 



                                                                 

 

 

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業計画（案） 

専務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

常務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

総務室 総務委員会 

事業名 事業内容 

□諸会議の運営 

 

 

□一月「通常総会」、八月・十一月「臨 

時総会」の運営 

 

□五月「理事長杯ゴルフ大会」の企 

画・運営 

 

□十一月「アワードバンケット」例会 

の企画・運営 

 

□２０１６年度事業報告書の作成 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

□諸事業・諸大会への参画 

□各会議・委員会と連携を図り、的確な情報の伝達を行うとともに、活発な議論が展開されるよう諸会議を円滑

に運営する。 

 

□一般社団法人として最高議決機関である総会の持つ意義と、会員が持つ権利及び義務を認識いただいた上で、

総会を円滑かつ丁寧に運営する。 

 

□ゴルフを通じてシニアクラブ会員との親睦を深め、より一層の絆を深める大会を企画・運営する。 

 

 

□２０１６度の運動を通じて活躍したメンバー及び各会議・委員会が、邁進した一年間を振り返りながら、全メ

ンバーで感動を共有し、気運を高める例会を企画・運営する。 

 

□２０１６度に実施した全ての事業の成果と課題を取り纏め、次年度以降の運動に有益な報告書を作成する。 

 

□全国大会を札幌で開催する意義を理解し、メンバー一丸となり参画する。 

 

□札幌青年会議所の軌跡を国内外に発信するために、事業成果を申請する。 

 

□札幌青年会議所の理念を広め、メンバーと共に会員拡大運動を実施する。 

 

□メンバー一人ひとりに日本青年会議所をはじめとする諸事業・諸大会への参画の意識を高め、また、札幌青年

会議所を代表して出向するメンバーを支援する。 

 



                                                                       

 

（一社）札幌青年会議所 ２０１６年度 

会議・委員会年間事業フレーム（案） 
専務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

常務理事確認日 ２０１５年１１月１３日 

総務室 総務委員会 

事業名／月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 

 

□諸会議の運営 

 

 

□一月「通常総会」、八月・十一月 

「臨時総会」の運営 

 

 

□五月「理事長杯ゴルフ大会」の企 

画・運営 

 

 

□十一月「アワードバンケット」例 

会の企画・運営 

 

 

□２０１６年度事業報告書の作成 

 

 

 

□全国大会招致運動への参画 

 

 

□対外褒賞事業への申請 

 

 

□２０１７年度新入会員の募集 

 

企画 

● 

   

企画 

● 

 

 

 

 

 ● 

協議 

 

 

 

 

● 

審議 

 

企画 

● 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参画 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集

開始 

● 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

● 

審議 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

継続 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画 

● 

 

 

 

 

 

 

継続 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

● 

協議 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

審議 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

申請 

● 

募集

締切 

● 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

実施 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施 

● 

 

 

参画 

● 

 

● 

報告 

 

● 

報告 

 

 

 

 

 

 

● 

報告 

 

 

● 

報告 



                                                                       

 

□諸事業・諸大会への参画 

                                                                                                                               


